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○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策
学校関係者記入欄

コメント

・成果評価が低い。授業改善の方策はなされているの
だから、結果が出てくるのを待てば良いと感じる。
・学校側の姿勢は、常に指導力向上をしてくださってい
ることは分かっています。子供たちが求めている授業
をしてくださっている教員の授業は、上下関係なく、授
業観察をできる限りしていただき、授業に役立てて欲
しいと思います。
・授業公開日に伺わせていただきましたが、先生方、
保護者の皆様の笑顔も多く見られ、風通しのある、良
い意味で敷居の低い校風である印象を受けました。い
つも先生方にお話をうかがうと丁寧にご対応いただ
き、ありがたく思っています。評価としては、より高くて
も良いのではと感じております。
・学校公開では、児童が楽しそうに授業に取り組む姿
や、集中して話を聞く姿が見られ先生方の努力の表れ
だと感じた。
・先生と保護者の評価の差が大きいのが気になりま
す。学校からのアピールが不足しているのではないか
と思います。

・周辺地域との直接交流とともに、新しくなるホーム
ページの有効活用を4お願いあいたい。成果評価は妥
当と考える。
・地域との連携も、きちんとしてくださっています。今
後、共により子供たちのためにプラスになれることを、
協力していきたいと思っています。
・地教連において、子供たちの学習度合いや問題点、
成長の過程など、分かりやすく説明をいただいていま
す。近隣の児童館としては、大三小の児童の皆様の
成長の手助けに、少しでもなればと思っておりますの
で、今後ともよろしくお願いいたします。
・イベント等において大三小の児童が積極的に活動し
ている。
・地域との関わりはとても密だと感じている。児童に関
しても情報共有をこまめに実施していただき、とても感
謝している。
・学校教育の中でただ何かのイベントに参加するので
はなく、もっと心が豊かになれるふれあいをしてほしい
と思います。
・大森西地区では大三小の人気はNO.1です。学校・
PTA・地域関係者の連絡を密にして子供たちを応援し
ましょう。全体評価はAです。
・私たち地域との連絡を密にして学校との連携を計る
よう心掛ける。

・国語の成果と算数の成果とに大きな差があり、成果
評価は妥当と考える。
・教員のご努力は、計り知れませんが、いろいろ試行
錯誤してくださっているのも分かります。子供一人一人
を伸ばしていくことは、とても大変ですが、より子供た
ちのために、向上させていってくれること願っていま
す。
・学童室に通う児童は、下校後すぐに自主的に宿題に
取り組んでおり、いつも感心しております。算数に不得
意と感じている子が多いように思われます。計算その
ものというより、文章理解に苦労している場面が多くう
かがえました。評価は適切であると感じています。
・自主的に宿題に取り組む姿が見られている。また考
えることを楽しむ姿も見られるので、日頃の先生方細
やかな対応や取り組みの成果の現れではないかと感
じている。
・最近は学校内の雰囲気が明るく感じます。学力の向
上は日々の積み重ねです。評価はBですが大変熱心
に始動されていると思います。
・国語の力がついていると思う。

・ICTを使い分かりやすい授業を心掛
けた。
・漢字の定着は、教室掲示や指導の
仕方を工夫して図った。
・チェックシートは、学期毎に「あゆ
み」と
一緒に持ち帰らせるようにする。
・学習カルテだけではなく、普段のテ
ストでの点数をレーダーチャート化し
たものを用いてつまずきについて、保
護者に伝えた。
・１年生から継続して指導している成
果が６年生で表れている。

・チェックシートは、面談のみで活用し
たので、来年度は学期に１回は保護
者に知らせる。
・ステップ学習カードの活用を徹底し
ていきたい。
・個々と話をすることができていな
い。
・チェックシートは学期毎の配布はで
きているが、学期途中は難しかった。
・宿題を保護者が毎日見てくれるよう
な取り組み、働きかけを続けたが、今
後工夫が必要である。
・宿題については、高学年では自主
学習の形式にシフトできるとよい。

・間違いや失敗を否定して終わらせ
ず、希望をもって生活できるように努
めた。
・全員が、自分のよさに気付いて苦手
なことにも努力する前向きな態度が
見られた。
・あいさつ運動では、全員がすすんで
参加できるように取り組むことができ
ている。今後も継続したい。
・道徳では「心あかるく」を活用した指
導も取り入れていく。よいところ見付
けを継続していく。
・組織的に対応していたとは思います
が、よくわからないところもあった。
・道徳教育推進リーダーの授業参観
等を通して、より充実したものとなっ
た。
・生活指導部が中心となって、社会の
ルールや学校のきまりを守ろうとする
意識を高めることができている。（２）
・道徳を充実して（家庭と連携をして）
行うことの重要性、規範意識を高め
ていることがより伝わる取り組みをし
ていく。
・「１０のやくそく」「きまり」などを確認
する時間をつくり指導できたことはよ
かった。しかし、児童の中に差が生ま
れてきたので、継続的な声かけが必
要である。
・学級・学年・学校が１つになって情
報の共有や児童への対応に取り組ん
でいる。
・全体的に自己肯定感が低いため、
日頃から一人一人への声かけをし
て、自信がつくように取り組んでいる
・体育の授業でふり返りカードを使う
など意識して活動に取り組んだ。
・「早寝・早起き・朝ごはんカード」は
毎日提出チェックを行い、声かけをし
た。
・ハッスルタイムにすすんで参加して
いる。
・体育的な取り組みを習慣として行う
ことができた。
・食育指導を計画的に行えるようにし
ていく。
・食育については、年間計画に忘れ
ずに計画をのせる。
・休み時間（中休み）外遊びをするよ
う全職員で声かけができている。
・毎日、児童と一緒に校庭に出て、健
康で丈夫な体づくりに努めた。
・生活習慣については、児童によって
非常にに差があり、徹底するのが難
しい。早寝・早起き・朝ごはんの取り
組みを充実させたい。

・成果評価を低くつけすぎている。前向きな挨拶や自
己肯定感の向上は目に見えて明らかと考える。
・より子供たちが、豊かな心がもてるように、道徳の授
業や先生とのコミュニケーションをはかり、ルール等も
しっかり身に付けて欲しいと思っています。規範意識も
より心に育んでいただきたい。
・朝のあいさつ運動が素晴らしく、校門の前を通るたび
に、いつも清々しい気持ちになります。幸いにも当館
の現状においては、大きな問題は見当たらず笑顔で
過ごしていますが、小さなサインを見逃すことがないよ
う、日々気を付けて参りたいと思います。成果評価が
もっと高くても良いように思います。
・低・高学年の児童大きな声であいさつしている。
・元気に挨拶をする児童が増えたと思う。課題のある
児童や家庭に対して真摯に取り組む先生方を見受け
る機会があり、素晴らしい対応だと感じた。もっと高く
評価できると思う。
・はっきり言葉を発する子供、割と自分の意思を表す
生徒が多く良い傾向で大変うれしく思います。
・教育活動に期待する項目で【豊かな心の育成】に期
待している保護者の方が多いようですが、学校と家
庭、相互の協力が必要です。ぜひお願いします。
・学校の教育目標に一歩前進した。

・成果評価が高い。食育に関してもっと力を入れるべ
き。給食の味付けについては、複数者での取り組みが
必要と感じる。
・このまま体力向上のために、指導を続けていただけ
ればと思います。
・学童児についてみる限り、おやつをよく食べ、お弁当
の日にもしっかりとっている子が多いように見受けられ
ます。近況として館外での外遊びの機会が少なく、室
内ボール遊びなどは、出来るものの、縄跳びやかけっ
こなどの運動に不慣れな子も若干目立ちます。
・「給食のおかわりした」や「全部食べた」という言葉を
たくさん聞き、三食きちんと食べている児童も増えたよ
うに感じる。活動中も活発に走り回り、けがの件数も
減っているので、健康児が増えたと思う。学校での取
組結果が出ていると思う。
・食育に関しては児童が朝食を食べていたかの確認
が大切だと思います。宜しくお願いします。又、夏休み
に食育コースをわくわくスクールに取り組むのはどうで
しょう？
・早寝・早起き・朝ごはんは学力向上にとって大切なこ
とです100％目指してください。

問題行動・不登校問題等にかかわる児
童・生徒に関するケース会議等を実施す
る。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行
う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望ま
しい生活習慣についての意識啓発を行
う。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見等のための取組
を実施する。

あいさつ運動を工夫して実施し、あいさつ
チャレンジにすべての児童が参加できるよ
うにする。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

新体力テストの結果を踏まえ体力向上全
体計画を作成し、計画に基づいた体育指
導や「一校一取組」運動や「一学級一実
践」運動を実践する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

教員相互による「授業観察評価カード」を
用いた授業評価を年３回以上行う。

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習指導講師等による算数・数学・英語
の補習を実施する。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

食育に関わる授業や指導を全体計画に基
づいて実施する。

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

目標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

教員の指導
力向上、施設
の整備や講
師・支援員の
配置などの
学校サポート
体制の充実
に取り組み、
学習環境の
向上を図りま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生か
し、主任教諭が助言・支援を行う校内研修
等を実施しOJTを充実させる。

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

子ども一人ひ
とりの身体活
動量を増加さ
せて意欲や
気力の元とな
る総合的な
体力を育み
ます。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

学校支援地域本部と連携するなどして、
地域力を生かした特色ある教育活動を実
践する。

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの健全な
自己肯定感・
自己決定力
を高め、未来
への希望に
満ちた豊かな
人間性を育
みます。

豊
か
な
心
を
育
む

学
力
向
上

音読や漢字学習を毎日の学習とし、家庭
や学校で実施する。

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

3.4

体
力
向
上

教
育
環
境
向
上

教員がＰＴＡ・地域等の行事に参加し、連
携を図る。

金管バンド、おやじの会、放課後ひろば、
夏休みわくわくスクール、各地域行事等、
地域の方々と児童が触れ合ったり、地域
の中で活躍したりできるようにする。

3.1

3.5

2.9

3.3
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地域教育連絡協議会において、児童・生
徒の変容等の具体的な資料を作成して、
評価に必要な学校の情報を適切に提供
し、適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等を
ホームページ等で公開及び更新すること
により、積極的に情報を発信する。

家
庭
・
地
域
の
教
育
力
向
上

学校・家庭・
地域の果た
すべき役割
や責任を明ら
かにするとと
もに相互の
連携を深め、
地域とともに
子どもを育て
る仕組みをつ
くります。

４：「自分にはよいとこ
ろがある」とアンケート
で回答した子供の割合
が８０％以上。

３：「自分にはよいとこ
ろがある」とアンケート
で回答した子供の割合
が７０％以上

２：「自分にはよいとこ
ろがある」とアンケート
で回答した子供の割合
が６０％以上

１：「自分にはよいとこ
ろがある」とアンケート
で回答した子供の割合
が６０％未満。

・本校では過去数年、基礎学力の定着に課題が見られた。平成27・28年度には、大田区教育研究推進校として授業改善を図り、生活科・社会科を通して「考える力」の育成に努めてきた。現在は、生活科・理科
を通して、継続して研究を深めている。その結果、少しずつではあるが、区、都、国のいずれの学力調査においても、前年度より伸びが見られるようになってきている。学習習慣の定着と授業改善によって、今後
もこの傾向を維持していく。また、生活面に関しても規範意識や基本的な生活習慣に関して課題が見られ、生活指導部を中心に「大三小10のやくそく」の改善とその定着に取り組んできた。今後もこの点に力を
入れ、家庭との連携を強化し、規範意識の向上に努める。
・本校の特色として「地域との連携」を挙げることができる。“人とのかかわり・地域とのかかわり”と称して、近隣にある東邦大学や大森学園高校との連携や大森町、梅屋敷の二つの商店街を使った学習、「ス
クールサポートおおさん」を中心とした地域人材の活用による授業の展開などをより一層推進していく。

４：「基礎的な学力が身
に付いている」とアン
ケートで回答した保護
者の割合が全学年で８
０％以上。（ただし、各
学年Ａ：そう思う≧Ｂ：
少し思う）

３：「基礎的な学力が身
に付いている」とアン
ケートで回答した保護
者の割合が全学年で８
０％以上。（ただし、Ａ：
そう思う≦Ｂ：少し思う
の学年あり）

２：「基礎的な学力が身
に付いている」とアン
ケートで回答した保護
者の割合が全学年で７
０％以上。

１：「基礎的な学力が身
に付いている」とアン
ケートで回答した保護
者の割合が７０％未
満。

目標に対する成果指標

４：「授業改善に努めて
いる」とアンケートで回
答した保護者の割合が
９０％以上。

３：「授業改善に努めて
いる」とアンケートで回
答した保護者の割合が
８０％以上。

４：「早寝・早起き・朝ご
はんが実践できた」と
取り組みカードで回答
した子供の割合が８
０％以上。

３：「早寝・早起き・朝ご
はんが実践できた」と
取り組みカードで回答
した子供の割合が７
０％以上。

２：「早寝・早起き・朝ご
はんが実践できた」と
取り組みカードで回答
した子供の割合が６
０％以上。

４：「早寝・早起き・朝ご
はんが実践できた」と
取り組みカードで回答
した子供の割合が６
０％未満。

２：「授業改善に努めて
いる」とアンケートで回
答した保護者の割合が
７０％以上。

１：「授業改善に努めて
いる」とアンケートで回
答した保護者の割合が
７０％未満。

４：「学校は、地域の力
を子供たちの教育活動
に活かしている」とアン
ケートで回答した保護
者の割合が９０％以
上。

３：「学校は、地域の力
を子供たちの教育活動
に活かしている」とアン
ケートで回答した保護
者の割合が８０％以
上。

２：「学校は、地域の力
を子供たちの教育活動
に活かしている」とアン
ケートで回答した保護
者の割合が７０％以
上。

１：「学校は、地域の力
を子供たちの教育活動
に活かしている」とアン
ケートで回答した保護
者の割合が７０％未
満。


